
令

和

四

年

度

学

力

検

査

問

題

国

語

�
（
人
文
学
部
）前
期
日
程

（
問
題
紙

一
〜
十
八
ペ
ー
ジ

別
紙
解
答
用
紙
枚
数

一
枚
）

解
答
時
間

一
二
〇
分

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
本
冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
は
右
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

し
出
る
こ
と
。

三
、
解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

四
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄（
二
箇
所
）に
、
忘
れ
ず
に
本
学
の
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
試
験
場
内
で
配
布
さ
れ
た
問
題
冊
子
は
試
験
終
了
後
持
ち
帰
る
こ
と
。

◇Ｍ１（４５０―１）



令和 ４年 ２月２５日 

令和４年度 三重大学個別学力検査 

問 題 訂 正 
［ 人文学部・前期日程 国語① ］ 

正 誤 四

１７
ペ
ー
ジ

本
文

２
行
目

…
…

謹 

…
…

…
…

謹 

…
…

正 誤 一

７
ペ
ー
ジ

問
一

１
行
目

傍
線
部
①
「
…
…

傍
線
部
①
に
「
…
…

レ
ム
ノレ

ム



一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

◇Ｍ１（４５０―２）― １ ―

nyushi114
スタンプ



◇Ｍ１（４５０―３）― ２ ―
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◇Ｍ１（４５０―４）― ３ ―
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◇Ｍ１（４５０―５）― ４ ―
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◇Ｍ１（４５０―６）― ５ ―

nyushi114
スタンプ



（
西
條
玲
奈「
ロ
ボ
ッ
ト
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
距
離
感
か
ら
考
え
る
人
と
物
の
関
係
性
」よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
を
一
部
改
め
た
。）

〔
注
〕

＊『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』紙＝
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
。

＊
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー＝
対
話
型
の
音
声
操
作
に
対
応
し
た
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
機
能
を
持
つ
ス
ピ
ー
カ
ー
。

＊
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー＝

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
人
の
心
に
癒
や
し
を
与
え
る
療
法
。

＊
新
山（２０１８

）＝

二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
山
竜
馬
の
著
書
を
指
す
。

＊Sharkery
&
Sharkey

（２０２０

）＝

二
〇
二
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
シ
ャ
ー
ケ
リ
ー
と
シ
ャ
ー
キ
ー
の
共
著
論
文
を
指
す
。

＊
ラ
デ
ィ
カ
ル
な＝

極
端
な
。
過
激
な
。

＊Sparrow

（２００２

）＝

二
〇
〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
ス
パ
ロ
ー
の
論
文
を
指
す
。

◇Ｍ１（４５０―７）― ６ ―

nyushi114
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問
一

傍
線
部

に「
本
稿
で
着
目
し
た
い
ぬ
い
ぐ
る
み
の
主
要
な
機
能
」に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
が
肯
定
的
に
と
ら
え

て
い
な
い
こ
と
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

ぬ
い
ぐ
る
み
を
連
れ
あ
る
く
こ
と
で
安
心
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

イ

ぬ
い
ぐ
る
み
だ
け
に
幼
児
の
世
話
を
長
時
間
任
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
。

ウ

ぬ
い
ぐ
る
み
が
旅
す
る
姿
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
。

エ

ぬ
い
ぐ
る
み
を
側
に
お
く
と
心
が
落
ち
着
き
寝
つ
き
が
よ
く
な
る
こ
と
。

オ

ぬ
い
ぐ
る
み
を
生
活
を
と
も
に
す
る
生
き
物
の
よ
う
に
治
療
・
入
院
さ
せ
る
こ
と
。

問
二

空
欄

Ｘ

Ｙ

に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

安

価

イ

安

全

ウ

滑

稽

エ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

オ

サ
ー
ビ
ス

カ

シ
ス
テ
ム

キ

清

潔

ク

デ
ィ
ス
タ
ン
ス

問
三

傍
線
部

に「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
に
対
す
る
批
判
と
し
て
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
懸
念
の
一
つ
が
、
欺
瞞
の
問
題
で
あ
る
」と
あ
る

が
、
具
体
的
な
欺
瞞
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
箇
条
書
き
で
二
点
述
べ
よ
。

問
四

傍
線
部

に「
人
間
中
心
主
義
の
前
提
を
批
判
的
に
見
直
し
た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
る
」と
あ
る
が
、
こ
こ
に
注
目
し
て
、
人
と
も
の
の
関
係

に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
五
〇
字
以
内
で
述
べ
よ
。

問
五

ａ

〜

ｄ

の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。

◇Ｍ１（４５０―８）― ７ ―



二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

◇Ｍ１（４５０―１０）― ９ ―
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◇Ｍ１（４５０―１１）― １０ ―
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◇Ｍ１（４５０―１２）― １１ ―
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（
塩
野
七
生「
宝
石
と
宝
飾
」）

◇Ｍ１（４５０―１３）― １２ ―

nyushi114
スタンプ



〔
注
〕

＊
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ
ン＝

こ
こ
で
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
皇
帝
の
こ
と
。

＊
ハ
レ
ム＝

イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
、
女
性
の
居
室
。
こ
こ
で
は
、
皇
帝
の
後
宮
の
こ
と
。

＊
寵
妃＝

君
主
か
ら
特
別
に
愛
さ
れ
た
夫
人
。

＊
ト
プ
カ
ピ
宮
殿＝

十
五
世
紀
中
頃
か
ら
十
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
間
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
皇
帝
が
居
住
し
た
。
ト
プ
カ
プ
宮
殿
に
同
じ
。

＊
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ＝

イ
タ
リ
ア
中
部
の
都
市
。

＊
ポ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ＝

ヴ
ェ
ッ
キ
オ
橋
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
最
古
と
さ
れ
る
橋
で
、
現
在
は
橋
の
上
に
貴
金
属
店
が
並
ん
で
い
る
こ
と
で

有
名
。

＊
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル＝

現
在
の
ト
ル
コ
最
大
の
都
市
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
首
都
。

＊
グ
ラ
ン
・
バ
ザ
ー
ル＝
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
中
心
部
に
あ
る
、
巨
大
な
屋
根
付
き
市
場
。
広
さ
は
約
三
万
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
四
千
の

店
舗
が
あ
る
。

＊
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国＝

東
ロ
ー
マ
帝
国
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
同
じ
。
首
都
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル（
現
在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）。
一

四
五
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
攻
に
よ
り
滅
亡
し
た
。

＊
山
本
七
平＝

日
本
の
評
論
家（
一
九
二
一
―
一
九
九
一
）。

問
一

傍
線
部

に「
私
に
も
決
し
て
不
都
合
で
は
な
い
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
を
指
し
て
そ
う
言
う
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

フ
ラ
ン
ス
生
れ
は
セ
ン
ス
が
良
い
こ
と
。

イ

宮
殿
の
中
で
も
外
で
も
宝
石
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

ウ

宝
石
を
一
つ
だ
け
身
に
つ
け
る
こ
と
。

エ

宝
石
を
た
く
さ
ん
所
有
す
る
こ
と
。

オ

宝
石
を
奴
隷
女
に
運
ば
せ
る
こ
と
。

◇Ｍ１（４５０―１４）― １３ ―



問
二

傍
線
部

に「
歩
調
が
乱
れ
た
」と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

ト
プ
カ
ピ
宮
殿
の
展
示
品
が
学
術
的
に
興
味
深
く
、
取
材
に
熱
心
に
な
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

イ

グ
ラ
ン
・
バ
ザ
ー
ル
が
迷
路
の
よ
う
に
複
雑
で
、
取
材
中
に
道
に
迷
い
そ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

ウ

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
宝
飾
を
見
て
、
財
産
や
投
資
に
な
る
宝
石
の
価
値
に
気
が
つ
い
た
か
ら
。

エ

見
慣
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ポ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
と
違
っ
て
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
珍
し
か
っ
た
か
ら
。

オ

ト
プ
カ
ピ
宮
殿
と
グ
ラ
ン
・
バ
ザ
ー
ル
の
宝
飾
を
見
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
か
ら
。

カ

金
の
ほ
う
が
好
き
な
の
に
、
日
本
人
は
プ
ラ
チ
ナ
好
き
だ
と
知
っ
て
い
る
店
主
に
プ
ラ
チ
ナ
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
。

問
三

傍
線
部

に「
よ
う
や
く
、
私
は
つ
ら
い
決
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
指
輪
を
四
つ
選
ん
で
、
卓
上
の
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
布
の
上
に
の
せ
た
。

四
つ
も
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
筆
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
買
い
物
が
理
想
的
で
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
買
い
物
を
し

た
の
か
。「
四
つ
も
買
っ
て
し
ま
っ
た
」に
注
目
し
て
、
七
〇
字
以
内
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

問
四

傍
線
部

に「
も
う
一
度
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
、
か
つ
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
行
き
た
い
」と
あ
る
が
、
な
ぜ「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
」を「
か
つ
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
」と
言
い
直
し
た
の
か
。
六
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（４５０―１５）― １４ ―



三

次
の
文
章
は『
宇
治
拾
遺
物
語
』の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』よ
り
）

◇Ｍ１（４５０―１６）― １５ ―
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〔
注
〕

＊
帷＝

裏
地
な
し
の
一
重
の
着
物
。

＊
清
め
す＝

こ
こ
で
は
、
外
の
雪
か
き
を
す
る
こ
と
。

＊
か
い
わ
ぐ
み
て＝

丸
め
る
よ
う
に
た
た
む
こ
と
。

＊
侍＝

こ
こ
で
は
、
侍
の
詰
め
所
の
こ
と
。

＊
戒
師＝

出
家
を
望
む
者
に
戒
を
授
け
て
く
れ
る
法
師
。

問
一

傍
線
部
「
を
か
し
う
降
る
雪
か
な
」、
傍
線
部
「
あ
さ
ま
し
が
り
け
り
」、
傍
線
部
「
限
り
な
く
う
れ
し
く
思
ひ
給
へ
て
」を
、
そ
れ
ぞ
れ

現
代
語
訳
せ
よ
。

問
二

傍
線
部
「
法
師
に
ま
か
り
な
ら
ん
」と
あ
る
が
、
な
ぜ「
侍
」が
そ
う
思
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
せ
よ
。

問
三

和
歌「
は
だ
か
な
る
我
が
身
に
か
か
る
白
雪
は
う
ち
ふ
る
へ
ど
も
消
え
せ
ざ
り
け
り
」に
つ
い
て
、「
う
ち
ふ
る
へ
ど
も
」に
掛
詞
が
つ
か
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
四

『
宇
治
拾
遺
物
語
』は
鎌
倉
初
期
の
説
話
集
で
あ
る
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
説
話
を
集
め
た
作
品
を
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
で
答
え
よ
。

ア

『
吾
妻
鏡
』

イ

『
今
昔
物
語
集
』

ウ

『
沙
石
集
』

エ

『
竹
取
物
語
』

オ

『
玉
勝
間
』

カ

『
徒
然
草
』

キ

『
夜
の
寝
覚
』

◇Ｍ１（４５０―１７）― １６ ―



四

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
設
問
の
都
合
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。）

（
魏
禧「
瓶
庵
小
伝
」よ
り
）

◇Ｍ１（４５０―１８）― １７ ―
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〔
注
〕

＊
呉
門
楓
江＝

現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
。

＊
瓶＝

か
め
。

＊
怙＝

頼
り
と
す
る
者
。
こ
こ
で
は
父
親
の
意
。

＊
文
墨
士＝

知
識
人
。

＊
隠
君
子＝

世
を
避
け
た
、
徳
の
あ
る
人
。

＊
士
君
子＝
学
問
が
あ
り
、
人
格
も
優
れ
た
人
。

＊
難
急＝

困
難
が
差
し
迫
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
。

＊
舟
子＝

船
頭
。

＊
負
販
人＝

品
物
を
背
負
っ
て
売
り
歩
く
人
。

＊
長
者＝

年
長
者
。

問
一

傍
線
部
ａ「
曰
」・
ｂ「
曰
」・
ｃ「
曰
」の
主
語
を
本
文
中
よ
り
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

問
二

波
線
部「
安
得
自
活
」を
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。（
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
。
文
末
の
引
用
の「
と
」は
不
要
。）

問
三

二
重
傍
線
部「
負
販
人
亦
曰
、『
瓶
庵
盛
徳
長
者
。』」に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（４５０―１９）― １８ ―




